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教 官 人 事
内 科 学 第 二 平 田 健 雄 助手
島根県出身｡ 昭和48年 9月京大医学部卒. 研究領域は臨床免疫学O業績としては ｢血小板凝集法による Im-
mune-complex検出法の特性に関する基礎的研究｣,｢びまん性汎細気管支炎の免疫学的研究｣,｢PPD により誘
導されるヒト末梢 リンパ球の免疫グロブリン産生機構｣などがある｡昭和55年8月 1日助手に任命された｡
内 科 学 第 二 木 野 稔 也 講師





内 科 学 第 二 泉 孝 英 助教授
大阪府出身｡昭和35年3月京大医学部卒｡昭和40年 9月京大大学院医学研究科博士課程を修了,同月医学博士｡




胸 部 外 科 学 滝 俊 彦 君
昭和47年京大医学部卒｡昭和55年9月,当胸部外科学部門助手.その間,桂病院呼吸器センターに勤務,昭和
52年から昭和54年春まで,西 ドイツのマ-セン教授の許に留学していた｡
なお独身｡囲碁 (五段),喋の蒐集が趣味である好青年 (?)｡内科第 1の先輩である滝良次先生の衝良男｡情
熱家｡
秀才御一家のうちの秀才という評判であるが,事実,これまでの仕事もすこぶる優秀と思われる｡
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学 術 集 会 記 録
Ⅰ 昭和54年 度 学 術 講 演 会 (昭和55年1月26日,京大会館)
1. 白血球の分化と運動能について
細胞化学部門 永 田 和 宏




















2･ Pokeweedmitogen刺激による polyclonallg産生 におけるT細胞の調節機能






球機能の欠損を調べる目的で広く用いられている｡ しかしながら,PWM による Ig産生誘導の機構およびそれ
に関与するT細胞の性格等については不明な点が多い｡我々はマウスリンパ球を用いて,PWM による免疫グロ
ブリン産生反応の基礎的検討を試みた｡
マウスリンパ球を至適濃度の PWM で刺激すると,培養開始後5日目にピーク値を示す一過性の Ig産生反応
がみられる｡この Ig産生には,牌臓およびリンパ節の B細胞ともにヘ ルパーT細胞の存在を必要とするが,リ
ンパ節B細胞に比較して,牌臓B細胞ではT細胞-の依存度が非常に弱い｡このことは牌臓および リンパ節のB







TおよびB細胞の混合培養系に加えた場合, 比較的高濃度の PWM で前処理したT細胞を加えた群では, 対照








臨床肺生理学部 三 嶋 理 晃,久 野 健 忘
中 川 正 活,東 谷 康 治
肺循堤系は,胸部の奥深くにあり,しかも右心と左心の間に介在 している｡したがって,肺循琵系の検索は困
難で,いまだに臨床的に応用し得るような簡便な肺循環動態の解析法は確立されていない｡私共は,肺のシネア
ンギオグラムにおいて, 正常例に比べて, C.0.P.D.症例では, 肺内における造影剤の停滞がみられ, 肺血
流の遅延が存在することを示唆している事に ヒントを得, ラジオカルジオグラムと同様の手技を用いて, 体外
計測による肺循貰動態の解析法を開発し検討したので,報告する｡すなわち,99mTc-HSA を,右肘静脈より,
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我々は瑞息治療の主剤として aminophyline を高く評価 している｡気管支嘱息を Szentivanyi のいう β-
















しかし合成 ACTH による adversereaction もあり注意が必要である｡最後に長期の管理には,特に医師と患者
の信頼関係が大切であることを再度強調しておきたい｡
5. 昆虫による気管支嘱息
内科第二部門 木 野 稔 也





の気管支嘱息患者の55-60%が喋 ･蛾に対する皮内反応の陽性を示 し, そのうち少なくとも2/3に特異的 IgE
抗体を検出した｡ この陽性率は,我が国で最も commonな吸入アレルゲンであるダニに対する陽性率に匹敵す
る高率である｡喋 ･蛾の間では,おおむね IgElevelでの交叉反応性があり,従って繁殖力の強い "かいこ蛾"
を用いることにより,アレルゲン作成のための材料不足が解決された｡
これら昆虫アレルゲンによる吸入誘発試験の結果に加え,煤 ･蛾特異的 IgE 抗体の季節変動が媒 ･蛾の季節
発生頻度と特異的 IgE 抗体を持つ患者の発作好発季節とによく一致したことから, これら昆虫が,職業性噛息
ばかりでなく,一般の気管支噛息患者の commonな吸入アレルゲンとなっていることが明らかとなった｡
6･ 胸腺関連腫癖の分類と治療- ヌー ドマ ウス移植腫癌の所見を中心に-
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tumor一元説を支持する所見がえられた｡
また,継代中の1匹のヌードマウスにおいては,移植腰湯は完全に分化して matureteratomaのみの像を示







病理学部門 安 平 公 夫,木 下 和 之
















肺に達し,肺動脈周囲に浸出し (1週間後),次第に集積し (2週),終に気管支周囲結合織を充満する (第3週
以後)｡この形質細胞の大半は IgA産生細胞であり,次で IgG産生細胞,IgM 産生細胞であることが判明した
(蛍光抗体法,酵素抗体法)｡目下その詳細を研究中であるO
ⅠⅠ 胸部研談話会
第11回 55年 3月6日 加藤弘文 (胸部外科):Polyvinylalcohol-SilicaCompositeの医学的応用
ⅠⅠⅠ 特別ゼミナール (55年度)
92回 55年 4月26日 白血球の食作用にともなう酵素の代謝 (都立臨床医学総合研究所)柿沼カツ子
93回 55年 9月20日 細胞レベルの老化機序について (東京都老人総合研究所)三井 洋司
94回 55年11月1日 微量元素 (銅 ･亜鉛 ･錫)の骨組織におよぽす影響について
(京都女子大学家政学部)新納 英夫
昭和56.3
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1･ 結核,非定型抗酸菌症
李 英徹,久世文事,前川暢夫 :マウスを対象とした M.intracel】ulare吸入感染の試み,第55回日本結核病学
会総会 (昭55.3)












前川暢夫,川合 蒲,馬淵尚克 :結核化学療法の強化に関する実験的研究,日本結核化学療法研究会総会 (昭
55.6)








石原享介,波多 信,黒田 昭,岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井 準,岡本交二,宮本 覚,西内 素,



















波多 信,坂本広子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,森 徹 :原発性肺癌における骨シンチの
臨床的有用性について,第20回日本核医学会総会 (昭55.10)





































桐谷良一,郡 義明,田口善夫,望月吉郎,種田和治,岩田猛邦,松原恒雄,林 知郎 :妊娠 (9カ月)に生
じた両側同時自然気胸の1例,同
望月吉郎,カレッド･レシャード,水野 浩,北野司久,相原雅典 :胸郭形成術後に発生した Campilobactor
の1症例,同
梅田文一,坂本広子,波多 信,石原享介,黒田 昭,岩崎博信,中井 準 :慢性閉塞性肺疾患を伴う刀翰型
気管症9例の臨床的検討,同




河野博臣,五百蔵昭夫 :癌患者の心身医学的研究 (第2報),第4回日本心身医学会近畿地方会 (昭55.1)
河野博臣,五九暮昭夫 :癌患者の心身医学的研究 (第3報),第21回日本心身医学会総会 (昭55.6)










稲掛英男,山鳥英世,井上 昇,馬淵尚克,池田宣昭,前川暢夫 :結核菌における CPM 耐性菌の KM 耐性














前川暢夫,中西通泰,倉沢卓也,坂東憲司 :Cefadroxil(BL←S578)の呼吸器感染症 に対す る臨床的研究,
Chemotherapy,28,S-2,214-2171980･
前川暢夫,中西通泰,川合 満,久世文事,倉沢卓也,西山秀樹,坂東憲司,戸川真一 :Cefoperazone(T-1551)













前川暢夫,川合 満,八倉隆保他 :共同研究,新 β受容体刺激性気管支拡張剤 Procaterolの気管支嘱息に対
する薬効検討一全国30施設共同による二重盲検群間比較試験,その1,頓用試験,医学のあゆみ,111:196-215,
1979.









内平文章,賀戸重允,石橋達雄,吉田敏郎,池田宣昭,小沢 晃,岩井嘉一,馬淵尚克,井上 昇,稲掛英男 :
経口抗アレルギー薬 HC20-511(ketotifen)の成人気管支噛息に対する臨床的検討,臨床と研究,57:586-596,
1980.

















5. そ の 他
藤井謙裕,望月吉部,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,小橋陽一郎,市島国雄,山辺博彦,倉釈卓




石原享介,波多 信,黒田 昭,岩崎博信,梅田文一,中井 準,横井登志子,北島 薫,中山志郎,上野謙
蔵 :経気管支ブラッシングにより診断した pneumOCyStiscarini肺炎の1例,日胸,39:237-241,1980.
石原享介,波多 信,黒田 昭,岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井 準,岡本交二,宮本 覚,西山 素,
中村隆澄,山家 武,立道 活,庄村東洋,吉楢正之 :肺癌患者における CEA-特に術前術後における経時測
定の臨床的意義と問題点,目胸,39-1022-1029,1980.
前川暢夫,加藤幹夫,中西通泰,川合 満,久世文幸,泉 孝英,倉沢卓也,西山秀樹,呼吸器病学 (臨床医
学の展望,特集),日医新,No.2912,3～10,1980.


















川合 満 :気管支嘱息患者管理上の問題 :京大結核胸部疾患研究所学術講演会 (昭55･1)
波多 信,中井 準 :労作性呼吸困難を主訴とし,関節痛,咳,暁を認め胸部異常陰影を呈した例,第 8回び
まん性肺疾患研究会 (昭55.2)
西山秀樹,前川暢夫,北市正則,細川昌則 :急性感染症を合併し進行性破壊性肺病変を呈した 1例,第 9回び
まん性肺疾患研究会 (昭55.7)
波多 信,中井 準 :インコ飼育者にみられたびまん性肺疾患の1例,同
年田仲-,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,前川暢夫,北市正則 :DPB の2例,第10回びまん性肺疾患研究
会 (昭55.10)
坂本広子,波多 信,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,内田博也,白根博文 :第11回び
まん性肺疾患研究会 (昭55.12)
桜井信男,坂東憲司,前川暢夫 :気管支鏡下に興味ある結節性病変を認めた PIE症候群の1例,近畿気管支
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鏡懇話会 (昭55.ll)
中西通泰 :抗生剤の使い方,京都伏見医師会学術講演会 (昭55.3)
中井 準 :最近の呼吸器感染症の薬物療法について,神戸北医師会学術講演会 (昭55.10)

















川合 満 :Y-12141研究会 (昭55.4)
前川暢夫,川合 満他 :クレンブテロール研究会 (昭55.6)
川合 満 :IG-10臨床研究会 (昭55.7)
川合 満 :BD40A 研究会 (昭55.8)
川合 満 :NA872研究会 (昭55.9)
川合 満 :気管支職息のアミノフィリン療法,京滋晴息懇話会 (昭55.9)
川合 満 :KW-4354(0Ⅹatomide)気管支噂息研究会 (昭55.10)
川合 満,長野 準他 :気管支嘱息のステロイド療法,IstRokkoConference(昭55.12)
岩崎博信,藤見勝彦,日野 恵,披多 信,黒田 昭,石原享介,梅田文一,山田栄一,中井 準,平田 昭,
宮本 覚,立道 清,庄村東洋,吉栖正之,内田博也 :気管支カルチノイド腫癌と悪性胸腺腫が合併した-症例,
第17回兵庫県肺疾患懇話会 (昭55.6)















内 科 学 第 2部 門
I. 免疫学の基礎的領域に関する研究
〔学会,研究会発表〕












【こ誌 上 発 表〕



















泉 孝英,門 政男,大島駿作 :肺癌における血中 β2-microglobulin測定の診断学的意義について,第21回日
本肺癌学会総会 (55.ll.5)
泉 孝英,門 政男,大島駿作,長井苑子 :Thymostimulinの肺癌症例末栴血 リンパ球におけるE-rosette形
成細胞増加作用,第21匝旧本肺癌学会総会 (55.ll.5)
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〔学 会 発 表〕
木野稔也,泉 孝英,大島駿作,中村正義,乾 修然 :塵肺におけるⅠ型アレルギーの関与について,第20回
日本胸部疾患学会総会 (昭55.4,広島)




〔誌 上 発 表〕
木野稔也,橋本圭司,満安清孝,松井祐佐公,大島駿作 :気管支端点重積発作に対する治療一一水溶性-イド
ロコーチゾン (サクシゾン)による治療経験,臨床と研究,57‥915,昭55.
KinO,T.andOshima,S.: ReaglnlCSensitivitytoinhalantsofmoth,butterflyandsilkworm in patientswith
bronchialasthma,Advancesinalergologyandimmunology,ed.,PergamonPress,1980,p.457.
5. サルコイ ドー ジスに関する研究
〔学会 ･研究会発表〕
泉 孝英 :Propionibacterium acnesの Immunomodulation作用,文部省特定研究 ｢難病｣サルコイドー ジス
の発症進展機構における Propionibacteriu- の役割に関する基礎的研究斑会議 (55.1.31)
泉 孝英 :血清 ACE,Lysozymeの鑑別診断的意義と予後との関連性,厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研
究斑,昭和54年度第 2回班会議 (55･2･8)
泉 孝英 :Propionibacterium の Immunomodalation作用,厚生省特定疾患肉芽膜性肺疾患調査研究班,昭和
54年度第 2回班会議 (55.2.8)
泉 孝英 :サルコイド-ジスにおける TBLB,厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班,昭和54年度第2
回班会議 (55.2.9)
泉 孝英 :肺野病変の予後,厚生省特定疾患肉芽膜性肺疾患調査研究班,昭和54年度第 2回碇会議 (55.2.9)
泉 孝英 :Propionibacteriumacnesの immunomodulation作用- サルコイド-ジスの病因と関連して- ,
第 6回難病シンポジウム (55.2.15)
西川伸一,平田健雄,泉 孝英 :サルコイド-ジスにおける PPD反応性Tリンパ球の機能異常に関する研究,
第20回日本胸部疾患学会総会 (55.4.10)










Izumi,T.: Serum PFC suppressiveactlVltyandcourseofsarcoidosis. 3rdEuropeanconferenceonSarcoi-
dosisandotherGranulomatousDisorders,NoviSad(1980.5.22)
泉 孝英,藤村直樹,大島駿作 :サルコイ ド-ジス診療の進歩,第32回国立大学附置研究所結核及び胸部疾患
談話会 (55.ll.22)





K.Shima,S.Miyagi: TBLBasadiagnosticprocedureforSarcoidosisinJapan･ -A cooperativestudyin
twenty-fourhospitals-,2ndWorldCongressforBronchology,(昭55.6･I)isseldorf)
藤村直樹,竹内 実,満安清孝,本田和徳,平田健雄,西川伸一,門 政男,泉 孝英,大島駿作 :気管支肺
胞洗浄細胞 (broncho-alveolarlavagecel)を用いた肺疾患の免疫学的研究 (第 1報)サルコイ ドー シス,肺癌,
塵肺症例における 73ALICelの細胞分画および免疫グロブI)ン産隼能 について,第30回 目木アレルギー学会総
会 (昭55.9)
〔誌 上 発 表〕
泉 孝英 :サルコイ ド-ジス患者血清によるマウスにおける Suppressorcelの誘導, 昭和53年度厚生省特定
疾患サルコイド-ジス調査研究班研究業績,p･106,昭54年 3月
平賀洋明,泉 孝英,他 :サルコイ ドー ジスにおけるいわゆる肺線維症のX線学的検討 (第 1報),昭和53年
度厚生省特定疾患サルコイ ド-ジス調査研究妊研究業績,p.145,昭54年3月
北郷 修,泉 孝英,他 :スイス抗原,サルコイ ド-ジス研究協議会クベイム抗原製造番号41-A によるクベ
イム･テス トの成績,昭和53年度厚生省特定疾患サイコイド-ジス調査研究姓研究業績,p.165,昭54年 3月
山本正彦,泉 孝英,他 :サルコイド-ジスに対するコルチコステロイ ド治療の共同研究,昭和53年度厚生省
特定疾患サルコイ ド-ジス調査研究班研究業績,p･229,昭54年 3月








Hongo70･,Izumi,T･,etall: AnalysisOfresultsoftheKveim testsusingSwissKveim antlgen. Eight
InternよtionalConferenceonSarcoidosisandotherGranulomatousDiseases.p･760･ AlphaOmegaPublishing
Limited.Cardifも1980.





竹内 実,大島駿作,泉 孝英 :ECG,Pr｡pionibacteriumacnesの Immunomodulation作用,第44回実験結
核研究会 (55.4.6)
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〔誌 上 発 表〕




泉 孝英,北谷文彦,三上理一郎 :近畿地区における ｢びまん性肺疾患｣に関する調査研究状況,厚生省特定
疾患肺線維症研究班,昭和54年度班会議 (55.1.29)
泉 孝英 :びまん性肺疾患における血清 ACE,血清 lysozyme値,厚生省特定疾患肺線維症研究班昭和54年
度班会議 (55.1.30)




⊂誌 上 発 表〕




〔学 会 発 表〕
泉 孝英 :ベリリウム肺,シンポジウムⅠ,職業性呼吸器疾患一現在と将来の問題点-,第20回日本胸部疾患
学会総会 (55.4.10)









〔学 会 発 表〕








【二誌 上 発 表〕
大島駿作 :免疫不全症候群と肺感染症,今日の治療指針,医学書院 (東京),p･198,1980･
大島駿作 :肺炎,治療,62:268,1980.
門 政男 :呼吸器の感染防御機構に関する研究,第2第 呼吸器感染防御因子としての Lysozymeに関する研
究,京大胸部研紀要,13:32,1980.









竹内 覚,町野満夫,山口 希,南山 進,北市正則,泉 孝英 :胸痛で受診したびまん性肺疾患の1例,罪
8回びまん性肺疾患研究会 (昭55.2)
北市正則,門 政男,泉 孝英,大島駿作,青木 稔,加藤弘文 :感状陰影で発見された SclerosingHeman-
giomaoftheLungの1例,第101回日本内科学会近畿地方会 (昭55.3)
浅本 仁,古田睦広,北市正則 :Steelmouseの胸腺,その形態と機能,第69回日本病理学会総会 (昭55･6)















沢野哲重,早川道雄,堺 幹太,川上一郎,浅本 仁,古田陸広,北市正則,泉 孝英 :TBLBでびまん性
細気管支炎と考えられた1例,第10回びまん性肺疾患研究会 (昭55.10)
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越智規夫,泉 孝英,北市正則 :H.influenzaeに対する抗生物質治療とメドロキシン2T/日の長期服用によ
り良好な経過をとりつつあるDP13の1例,第10回びまん性肺疾患研究会 (昭55.10)




北市正則,平田健雄,門 政男,泉 孝英,大島駿作,清水慶彦,小原幸信 :肺胞蛋白症の3例,第15回日本
胸部疾患学会近畿地方会 (昭55.ll)
〔誌 上 発 表〕
北市正則,平田健雄,泉 孝英 :腺表皮型肺癌の合併をみた UIPの1剖検例,第21回肺線維症研究会討議録
(昭55.9)
古川福実,本田和徳 :膳部基底細胞癌と癌性胸膜炎の合併例,皮膚科紀要,75:37,1980.
ll. そ の 他
〔分 担 執 筆〕
泉 孝英 :織田敏次他編,内科セミナ RーES3,閉塞性肺疾患,間質性肺炎,肺線維症,p.219-241,永井書
店,大阪,昭55.
泉 孝英,満安清孝,森下玲児 :a1-アンチ トリプシン,日本臨床1980年春季増刊,血液,尿,化学検査,816,
昭55.








泉 孝英 :慢性ベリリウム肺,第16回京阪神呼吸器疾.患談話会 (55.3.8)







藤村直樹,黒住真史,竹内 実,泉 孝英 :気管支肺胞洗浄の細胞成分について,サルコイド～ジスワーク･
ショップ, (昭55.8)
昭和56.3 - 21-
胸 部 外 科 学 部 門
〔こ学 会 発 表〕
1. 腫 療














青木 稔,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :ヒト気管支のヌードマウス移植とベンツピレン投与による上皮の
変化,第32回肺癌学会関西支部会 (55.2)
瀧 俊彦,小鯖 覚,宮本好博,松原義人,畠中陸邸,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :開胸により初めて診
断しえた小塊状陰影,同上学会 (55.2)
小鯖 覚,船津武志,二宮和子,宮本好博,瀧 俊彦,松原義人,畠中陸郎,池田貞雄 :癌性胸膜炎の治療,
胸水の Infusionの試み,同上学会 (55.2)
宮本好博,二宮和子,池田貞雄,′J､鯨 覚,松原義人,畠中陸郎,船津武志,瀧 俊彦 :肺癌の免疫化学療法,
同上学会 (55.2)
二宮和子,宮本好博,瀧 俊彦,松原義人,小鯖 覚,畠中陸邸,船津武志,池田貞雄 :肺癌の多剤併用化学
療法 (FUMCET),同上学会 (55.2)
玉田二郎,和田洋己 伊藤元彦,寺松 孝 :肺癌を疑い肺葉切除を施行した肺結核の5例,第55回日本結核病
学会 (55.4)
伊藤元彦,高嶋義光,青木 稔,玉田二郎,和田洋己,寺松 孝 :縦隔 germ celltumor由来ヌードマウス移
植株からみた germ celtumorの分類に関する考察,第20回日本胸部疾患学会総会 (55.4)
高橋憲太郎,前里和夫,カレヤド･レシャード,人見滋樹,鈴木庸之 :縦隔リンパ管腫の1切除例,第127回
近畿外科学会 (55.5)
志熊 粛,岡田英彦,倉田昌彦 :両側乳癌手術例の経験,同上学会 (55.5)
金城 明,青木 稔,渡部 智,玉田二郎,加藤弘文,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝,牧木一男,
岸本誠司 :胸部-進展した甲状腺癌の外科的治療,同上学会 (55.5)
カレッド･レシャード,光岡明夫,北野司久 :小児の縦隔腫癌,日本胸部外科学会関西地方会 (55･6)
小鯖 覚他7名 :縦隔カルチノイドの2例,同上学会 (55.6)
前里和夫,高橋憲太郎,人見滋樹,鈴木庸之,奥田 正 :縦隔嚢腫の6切除例,第23回日本胸部外科学会関西
地方会 (55.6)
中村隆澄,-平田 昭,竹内義広,福山 守,岡本交二,宮本 覚,西内 泰,秦 紘,立道 清,庄村東洋,
吉栖正之 :高齢者肺癌症例 (70才以上)に対する外科治療の検討,同上学会 (55.6)
平田 昭,宮本 覚,立道 清,庄村東洋,吉栖正之,山田栄一,中井 準,内田博也 :気管支カルチノイド
















山中 晃,住友伸一,中納誠也,井上律子,中林君美 :Pancoast型腫疫の2例,第36回中部肺癌学会 (55.6)
光岡明夫,カレヤド･レシャード,北野司久 :高 CEA値より診断できた肺癌症例の検討,奈良県呼吸器疾患
研究会 (55.7)
北野司久,カレッド･レシャード,光岡明夫 :当科 における肺癌 275例の手術成績,奈良県呼吸器疾患研究
会(55.7)














人見滋樹,前里和夫,高橋憲太郎,カレッド･レシャード,永田 格 :甲状腺癌の肺転移巣の RI治療後の切
除例,同上学会 (55.8)
瀧 俊彦,小鯖 覚,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :PAP法による肺癌
組織内 CEAの検討,同上学会 (55.8)
小鯖 覚,宮本好博,瀧 俊彦,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌における sarcoid
reaction,同上学会 (55.8)
宮本好博,小鯖 覚,瀧 俊彦,二宮和子,松原義人,畠中陸邸,船津武志,池田貞雄 :Nevileisprosthesis
による気管分岐部再建,同上学会 (55.8)















加藤弘文,水野 浩,神頭 徹,青木 稔,金城 明,渡部 智,玉田二郎,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,








清水慶彦,青木 稔,金城 明,玉田二郎,渡部 智,加藤弘文,和田洋己,伊藤元彦,寺松 孝,岸本誠司,
牧本一男 :胸部気管に浸潤をきたした甲状腺癌の治療経験,第32回日本気管食道科学会総会 (55･11)
小鯖 覚,宮本好博,瀧 俊彦,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌における sarcoid
reaction,第21回日本肺癌学会総会 (55.ll)
二宮和子,松原義人,小鯖 覚,宮本好博,桑原正喜,瀧 俊彦,畠中睦郎,船津武志,池田貞雄 :肺癌の多
剤併用化学療法 (FUMCET),同上学会 (55.ll)




人見滋樹,前里和夫,高橋憲太郎,永田 格 :甲状腺癌の肺転移,第21回日本肺癌学会総会 (55.ll)
青木 稔,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :ベンツピレン投与によるヌードマウス移植ヒト気管支の発癌実験,
同上学会 (55.ll)
玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :肺腺癌の産生粘液からみた亜型分類,同上学会 (55.ll)
北野司久,カレッド･レシャード,光岡明夫 :肺癌に対す る Invivo許iU癌剤感受性テストの研究,同上学会
(55.ll)








高嶋義光,伊藤元彦,他 :Humanteratocarcinomaの試験管内培養株 (HMT-cels)の invitroおよびヌード
マウス-の戻し移植における多分化能の研究,同上学会 (55.ll)
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足達敏博,高嶋義光,伊藤元彦,他 :HumanTeratocarcinoma由来培養細胞株 (HMT-cels)の樹立と ger-
celsの壁着伸展性誘導蛋白質 (丘bronectin)産生細胞-の分化について,第39回日本癌学会総会 (55.ll)
伊藤元彦 :ヌ-ドマウス移植によるヒト･テラトー マの研究,第39回日本癌学会総会ラウンドテーブ ルディス
カッション,ヌードマウス移植人癌の形態と機能,指定発言 (55.ll)
池田貞雄,桑原正喜,瀧 俊彦,松原義人,伊藤元彦,寺松 孝 :腫癌特異抗原による肺癌患者の皮内反応,
第39回日本癌学会総会 (55.ll)
松原義人,桑原正喜,瀧 俊彦,池田貞雄 :肺癌患者の領域リンパ節における腫疲特異抗体の検索 (第 2報),
同上学会







玉田二郎,金城 明,瀧 俊彦,渡部 智,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :気管支異型カルチノイドの3症
例,第16回日本胸部疾患学会近畿地方会 (55.ll)
高橋憲太郎,前里和夫,人見滋樹 :Carcinoma･insituの気管支鏡所見,第14回近畿気管支懇話会 (55.ll)





中納誠也,小林君美,井上律子,山中 晃 :最近 7年間の膿胸の治療に対する検討- ,第53回日本結核病学
会東海地方学会,第35回日本胸部疾患学会東海地方会 (55.6)
3. 胸 腺 ･免 疫
倉田昌彦,岡田英彦,志熊 粛,今井輝国,本田裕宏,山崎正博,山辺博彦,高橋 豊 :胸腺 ･胸腺腫摘出後
に胸腺腫再発 ･後天性赤芽球癖を併発 した重症筋無力症の1剖検例- ,第23回日本胸部外科学会関西地方会
(55.6)
4. 人 工 材 料
T.Teramatsu,Y.Shimzu,Y.Miyamoto,T.Hino,U.ShibalaandS.Okamura: New biomaterialsfor
reconstructivesurgeryoftracheobronchealairwaytract,1stWorld･BiomaterialsCongress,(55･8)
渡部 智,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,村地孝,日野常稔 :ポリペプチド系抗生物質 ｢ポリミキシンB｣
を固定化した抗菌性医用材料,第2回日本バイオマテリアル学会大会 (55.9)
小鯖 覚,他7名 :人工気管による気管分岐部再建- ,日本胸部外科学会総会 (55･9)
加藤弘文,水野 浩,田村康一,渡部 智,清水慶彦,寺松 孝 :アルミナセラミックスによる人工胸骨,人
工肋骨の試み- 基礎的検討- ,第18回日本人工臓器学会大会 (55.ll)
渡部 智,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,日野常稔 :卵白T)ゾチーム固定化による抗菌性医用材料- 特に
固定化異種蛋白としての組織内反応について- ,第18回日本人工臓器学会大会 (55.ll)
加藤弘文,水野浩一,田村康一,渡部 智,清水慶彦,寺松 孝 :アルミナセラミックスによる人工胸骨 ･人
工肋骨- 基礎的研究,1980年度整形外科セラミックインプラントコロキウム (55.12)
昭和56.3 - 25-
5･ 心 ･血 管
秋LJ文滞,篠崎 拓,島本光臣,上野腸一郎,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根 :連合弁膜症の手術治療におけ
る大動脈弁形成術の意義と成績,第10回日本心臓血管外科学会 (55.2)
官本 覚,福山 守,竹内義広,西内 素,岡本交二,中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,吉相正
之 :乳児開心術の問題点一 婦助手段- ,日本心臓血管外科学会第10回学術総会 (55.2)
山家 武,福山 守,竹内義広,岡本交二.宮本 覚,西岡 素,中村隆澄,立道 活,庄村東洋,吉栖正
之 :大動脈弁僧帽弁弁膜症の手術適応と成績,同上学会 (55.2)
馬場国蔵,深谷 隆,冨田安彦,吉栖正之 :小児期各種心疾患における左室拡張期機能 (第5報)- 心房ペ
ーシングによるVSD とPSでの拡張期機能の動き- ,日本循環器学会 (55.3)






庄村東洋,竹内義広,福山 守,平田 昭,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,
吉栖正之 :僧帽弁置換術後に合併する左室後壁破裂に対する成因の検討ならびに予防対策,第80回日本外科学会
総会 (55.4)
馬場国蔵,深谷 隆,冨田安彦,岡本交二,官本 覚,西内 素,中村隆澄,立道 清,庄村東洋,吉栖正
之 :複雄心奇形の各種短絡術後遠隔期における肺動脈圧とその血流量,第49回口本循環器学会近畿地方会(55.6)
竹内義広,福山 守,平田 昭,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,秦 舷,立道 活,庄村東洋,








庄村東洋,竹内義広,平田 昭,福山 守,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,
吉栖正之 :左室癌切除術の遠隔成績,第23回日本胸部外科学会 (55.6)
庄村東洋 :心弁膜症の外科,同上学会 (55.6)
岡本交二,平田 昭,竹内義広,福山 守,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,秦 紘,立道 活,庄村東洋,
吉栖正之 :収縮性心膜炎の外科治療,第23回日本胸部外科学会関西地方会 (55.6)
宮本 覚,平田 昭,竹内義広,岡本交二,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 活,庄村東洋,吉栖正
之 :As°+MR+PH 手術例の検討,同上学会 (同日)
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Tatemichi,K･: Dialoguewithexperts,heartsurgery,XXIIInternationalBiennialCongressInternational
ColedgeofSurgery(55.6)
西内 素,竹内義広,平田 昭,福山 守,岡本交二,宮本 覚,中村隆澄,秦 舷,立道 活,庄村東洋,
吉栖正之 :ASDを看過していたため術後管理に難渋した肺動脈狭窄の1例,第 1回近畿心臓外科研究会 (55･7)
島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弼 :急性期心筋硬塞の外科的治療,第 9回日本
冠動脈外科研究会 (55.9)




宮本 覚,竹内義広,平田 昭,福山 守,岡本交二,西内 素,中村隆澄,秦 紘,立道 清,庄村東洋,
吾栖正之 :先天性大動脈狭窄の外科治療,第33回日本胸部外科学会総会 (55.9)
島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弼 :CRD-401持続点滴静注法による A-C バ
イパス手術前後の冠動脈撃縮制衝の検討,第21回日本脈管学会総会 (55.10)
小西 豊,黒木輝夫,宮本 覚,立道 清,吉栖正之,高田秀彰,田村 清 :Buerger病に対する外科的治療
の検討,第21回日本脈管学会総会 (55.ll)
立道 清,竹内義広,平田 昭,福山 守,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,秦 舷,庄村東洋,
吉栖正之 :腹部大動脈癌手術での末栴側処理,第21回日本脈管学会総会 (55.ll)
平田 昭,竹内義広,福山 守,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,
吉栖正之 :左房癖の1治験例,第127回近畿外科学会 (55.5)
竹内義広,福山 守,平田 昭,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,
吉栖正之 :僧帽弁置換を加えた Bental手術の1症例,同上学会 (55.5)
立道 清,竹内義広,平田 昭,福山 守,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,秦 紘,庄村東洋,
吉栖正之 :大道脈弁置換を伴った上行性大動脈癖の手術- その合併症について,同上学会 (55･5)
秦 紘,福山 守,平田 昭,竹内義広,岡村交二,官本 覚,西内 素,中村隆澄,立道 清,庄村東洋,
吉栖正之 :遠隔成績からみた心室癖の外科治療,同上学会 (55.5)
島本光臣,秋山文滞 :シンポジウム虚血性心疾患の外科治療,第42回日本臨床外科学会総会 (55.ll)
馬場国蔵,渋谷 隆,冨田安彦,岡本交二,宮本隆澄,秦 紘,立道 清,庄村東洋,吉栖正之 :複雑心奇
形の短絡手術遠隔期における至適短絡とは (第2報),第50回日本循環器学会近畿地方会 (55.12)
福山 守,竹内義広,平田 昭,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,秦 紘,立道 清,庄村東洋,
吉栖正之 :Discrete型大動脈弁下部狭窄症の2治験例,同上学会 (55.12)




伊藤元彦 :気管 ･気管支腺の免疫組織学,気道病態研究会 (55.2)
人見滋樹,前里和夫,立花輝夫 :サルコイ ドー シスの内視鏡所見,厚生省サルコイドー シス研究会 (55.2)
加藤弘文,神頭 徹,高橋憲太郎,青木 稔,渡辺 智,金城 明,玉田二郎,和田洋己,清水慶彦,伊藤元























宮本好博,瀧 俊彦,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :Saber-sheath型気
管軟化症の外科治療,同上学会 (55.10)
松谷之義,松本守海,山本博昭 :呼吸器運動負荷試験の自動化,第29回共済医学会総会 (5.10)













Aoki,M.,Ito,M.and Hirai,K.: Astudyonthediferentiationmechanism ofthetrachealglandsofratsas
indicatedbyperoxidaseactivity,2ndW･C･B･(55･6)
瀧 俊彦,他 7名 :SaberSheath型気管軟化症の外科治療,第23回日本胸部外科学会関西地方会 (55･6)
宮本好博,他7名 :巨大肺膿胞症の治療,同上学会 (55･6)
西内 素,平田 昭,竹内義広,福山 守,岡本交二,宮本 覚,中村隆澄,秦 紘,立道 清,庄村東洋,
吉栖正之 :術後乳磨胸5例の経験,同上学会 (二55･6)






坂口栄司,藤田正憲,宝本 仁,倉田昌彦,岡田英彦,志熊 粛,本田裕宏 :Gascanで nodularuptakeを
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認めたびまん性肺疾患の1例,第9回びまん性肺疾患研究会 (55.7)
立花時夫,人見滋樹,前里和夫 :長期観察したサ症の内視鏡,厚生省サルコイ ドー シス研究鉦々会議 (55.8)
倉田昌彦,岡田英彦,志熊 粛 :自然気胸の Heimlichvalve(逆流阻止弁)装着による治療- 特に外来通院
治療について- ,第23回日本胸部外科学会総会 (55.9)
瀧 俊彦,他7名 :気管気管支軟化症の外科治療,第33回日本胸部外科学会総会 (55.9)
宮本好博,他7名 :70才以上の開胸症例の検討,同上学会 (55.9)
船津武志 :シンポジウム気腫性肺嚢胞症の臨床,同上学会 (55.9)
秋山文弓軌 篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,千原幸司,岡田貿二,平岩卓根 :腹直筋有茎性胸骨翻転術の遠











青木 稔,伊藤元彦,平井圭一,小川和朗 :正常および実験的気管 ･気管支炎を招来 させた ラット気管腺の
Peroxidase活性,第21回日本組織細胞化学会総会
人見滋樹,前里和夫,高橋憲太郎,立花時夫 :サルコイ ドー シス30症例の気管支鏡所見とTBLB,第13回近畿
気管支鏡懇話会 (55.ll)
高橋憲太郎,前里和夫,人見滋樹 :肺塞栓症の3例,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会 (55.ll)
カレッド･レシャード,水野 浩,北野司久 :胸郭形成術後に発生 した campilobacterの1症例,同上学会
(55.ll)
立花時夫,人見滋樹,他5名 :過敏性肺臓炎の1例,同上学会 (55.ll)
前里和夫,高橋憲太郎,人見滋樹,立花時夫 :治療前後で TBLBを行なったサ症3例,同上学会 (55.ll)
松村理司,立石昭三 :Wegener'sGenulometosisの-症例,第15回日本胸部疾患学会近畿地方会 (55.ll)














〔誌 上 発 表〕
1･ 腫 嬢
西本 孝,岡田英彦,倉田昌彦,室本 仁,小川道子,本田裕宏,他2名 :肺巨細胞癌の1症例, 肺癌 Vol･
20;171,1980.
伊藤元彦,寺松 孝 :癌の病期分類の問題点- 肺癌,現代外科学体系年刊迫補 1979-A,中山書店
伊藤元彦,寺松 孝 :日本の肺癌- 治療効果の判定基準- ,日本臨床 Vol.38‥2715,1980.




北野司久,光岡明夫 :Nu-マウスを用いる制癌剤感受性検査法 (第 3報),最新医学7:1494,1980.
人見滋樹,前里和夫, カレッド･レシャー ド:転移性肺癌の診断と治療,multidisciplinarytreatmentのすす
め,関西電力病院医学雑誌11:206,1979.















4. 人 工 材 料
渡部 智,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,村地 孝,日野常稔 :抗菌性医用材料としての酵素卵白 リゾチー
ムまたはポリペプチ ド系抗生物質ポ7)ミキシンBの固定化,人工臓器9(1):267,1980.
渡部 智,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,村地 孝,日野常稔 :ポリペプチ ド系抗生物質ポリミキシンBを




庄村東洋,岡部 学,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家武志,立道 活,吉栖正之 :急性呼吸
不全および悪性高体温症に対する股動脈問バイパスを用いた補助循竃の経験,膜型肺3:49,1980.
吉栖正之,庄村東洋 :大動脈内バルーンパンピング法- 生理的意義と外科療法との関連について- ,循買
器科 Vol.7(2):89,1980.
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中村隆澄 :急性期心筋梗塞とくに asynergyに対するIABPの効果に関する実験的研究,日本胸部外科学会雑
誌 Vol.8(6):911,1980.




山本博昭 :草間 悟,駿河敬次郎編,外科重要用語辞典 (分担執筆),肺の疾患,金原出版 :481,1979.








田辺正也,倉田昌彦,宝木 仁,田中 寛 :胸部外科領域におけるCT,外科治療42(4):423,1980.




瀧 俊彦,小鯖 党,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :Tracheobronchoma･
lacia(気管 ･気管支軟化症)の臨床,日本胸部臨床39(7),1980.
瀧 俊彦,松原義人,小鯖 覚,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄,桑原正喜 :両側性気管支拡張症
の外科治療,日本胸部臨床39(8),1980.
宮本好博,二宮和子,小鯖 覚,宮本茂充,瀧 俊彦,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :気管ボタ
ンによる慢性呼吸不全患者の管理,日本胸部臨床39(9),1980.











病 理 学 部 門





















POHME,RES,LAB より Dr･H･B･WOOI)RUFF と Dr･Y･HASEGAWA の両氏を迎えて行われたもので
ある｡





小笹 宏,富永敏朗,西村敏雄,竹田俊男 :培養ヒト皮膚線維芽細胞-の dihydrotestosterone作用にかんす
る研究- 特に蛋白コラーゲンおよび DNA 合成能に及ぼすホルモン効果について- , 日本産科婦人科学会
雑誌,32:1597,1980.
竹田俊男,細川昌則,小管 宏,富永敏朗 :培養維維芽細胞 androgenreceptorとコラーゲン合成能,厚生省
特定疾患皮膚,結合組織異常調査研究粧昭和54年度研究報告書19,1980.
竹田俊男,細川昌則,竹下修史,入野美香,樋口嘉一,松下隆寿,富田由美子,安平公夫,清水克時,石井正
袷,山室隆夫 :老化モデル動物系統樹立の試み (第 2報),日本基礎老化研究 4:12-13(1980)
竹下修史,細川昌則,入野美香,樋口京一,松村敦子,松下隆寿,安平公夫,竹田俊男 :老化モデルマウスに
みられる形態学的変化について :基礎老化研究 4:14-15(1980)
細川昌則,竹下修史,竹田俊男 :老化モデル動物にみられる限所見 :基礎老化研究 4:16-17(1980)
清水克時,笠井隆一,山室隆夫,細川昌則,竹下修史,松下隆寿,竹田俊男 :老化モデルマウスにみられる筋,
骨格系変化について,基礎老化研究 4:18-19(1980)
〔学 会 発 表〕
清水克時,笠井隆一,山室隆夫,細川昌則,竹下修史,竹田俊男 :AKR 老化モデルマウスの筋骨格系統一第
1報一関節アミロイド沈着 について｡ ワークショップ Ⅳ 疾患モデル動物,第24回日本 リウマチ学会総会 (昭
55.5)
竹田俊男,細川昌則,竹下修史,入野美香,松下隆寿,富田由美子,安平公夫,浜本 肇,清水克時,石井正
治,山室隆夫 :老化モデルマウスに関する実験的研究 Ⅰ,系統樹立の試み,第69回日本病理学会総会 (昭55.6)




































3.免 疫 研 究
現在研究活動は行われていない｡下記の論文も,往時の研究についての報告の1部である｡









:誌 上 発 表〕
Kinoshita,K･,Hashimoto,K.,Takahashi,G.andYasuhira,K∴ Gaschromatographic一massspectrometric
analysisof3-methylcholanthrenemetabolism z'7tZ,iyo. Gann.71:181-189,1980.
･こ学 会 発 表〕
安平公夫,橋本研二,木下和之,鈴木康弘 :Microsomaloxidationにおける MCの代謝 (GC-MSによる検
討),第53回日本生化学会大会 (昭55.10)













〔学 会 発 表〕








〔誌 上 発 表〕
松下隆寿,小岸久美子,富田由美子 :各種臓器の染色性に対する脱灰液の影響,京都府臨床衛生検査技師会々
誌 6:64-68(1979)
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都老人総合研究所薬理部長),山本寛 (倉敷中央病院病理部長),新納英夫 (京都女子大教授),小原幸信 (国立
宇多野病院)の4氏に御参加頂きました｡以上は総長発令でありますが別に所長発令の非常勤講師として笹瀬博









細 胞 化 学 部 門
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市川康夫 :マクロファージと好中球-の分化のふ り分 け,第4回内藤財団シンポジウム ｢生体防御の機構｣
(昭55.ll,東京)
市川康夫 :骨髄性白血病細胞の分化,第26回日本病理学会秋季特別総会招請講演 (昭55.ll,東京)
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Fujiwara,M･,Hosono,M･and Kuhara,T.: TemporalinductionofimmunologlCaltoleranceinT cel
precursorsinbonemarrow. XIXthInternati()nalSymposiumonBiologicalModels,Brno,July1980.
桂 義元 :細胞性免疫の発現機序- 細胞性免疫に関与する細胞およびメディエイター,第23回日本臨床病理
学会近畿支部総会 (Ⅰ),(昭和55.6月)京都




喜納辰夫,西川伸一,桂 義元 :ウイルス感受性 T細胞の免疫機能,第10回日本免疫学会総会 (昭55･12月)
熊本





























加藤幹夫 :肺機能の問題点- 運動負荷,討論- 外科的立場から,第20回日本胸部疾患学会総会,シンポジ
ウム Ⅲ,1980.4.
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大井元晴,町田和子,下出久雄,芳賀敏彦 :慢性呼吸不全の安定期の管理と急性増悪,第20回日本胸部疾患学
会総会,1980.4.
徐 航零,矢野博正,佐藤公彦,加藤幹夫,佐川弥之助,稲葉宣雄 :Kartagener症候群 における気道線毛の
電子顕微鏡的観察,第20回日本胸部疾患学会総会,1980･4.

















































藤野昇三,安田隆三郎,李 泰興,他14名 :動脈管依存性チアノーゼ心疾患に対する治療法- 動脈管ホルマ
)ン固定術- ,第10回滋賀県循環器疾患研究会,1980.ll.
安田隆三郎,李 泰興,他 7名 :心臓原発腫疫の2手術例について,同上,1980.ll.
安田隆三郎,李 泰興,他5名 :縦隔膜癌の7症例について,滋賀県外科医会,1980.ll.

























末次 勧 :解熱鎮痛剤嘱息 (アスピリン嘱息)に関する臨床的研究,同上,1980.12.



























田中 寛,室本 仁,倉田昌彦,田辺 :胸部外科領域におけるCT.外科治療,42巻4号,423･437,1980.
大井元晴,町田和子,下出久雄,芳賀敏彦 :慢性呼吸不全の安定期の患者管理,特に急性増悪の治療と関連づ
けて,厚生省特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究社昭和54年度研究業績.
大井元晴,石塚菓子,米田良蔵,芳賀敏彦,栗崎博司 :興味ある経過をとった呼吸管理の一例,臨床呼吸生理
γol.12No.145-50.1980.
長山直和,大井元晴他 :縦隔気腫,自然気胸を併発した粟粒結核症の2例, 日本胸部臨床,Vol･39,No･ll,
958-9641980.
高木,石部他 :血液加温器用 airtrapの試作,臨床麻酔4･1,108-109,1980.
楳田,石部他 :動脈血を用いる電解質測定の臨床的問題点,近大医誌 5,1･2,59-66,1980.
